


　
　

は  

じ  

め  
に

　

本
冊
子
は
、
大
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
振
興
部
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
構
築
事

業
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
十
一
年
に
「
大
内
公
民
館
五
十
年

史
」
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の

大
内
地
域
の
歩
み
に
関
す
る
記
録
が
少
な

い
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
災
害
の
記
録

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生
活
史
的
な
記
録

を
で
き
る
だ
け
映
像
（
写
真
等
）
で
残
そ

う
と
心
が
け
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
流
れ
て
い

く
中
で
、
大
内
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

編
集
委
員

 

石
村　
　

誠
・
入
江　

幸
江

 

岡
本　

公
一
・
古
賀　

信
幸

 

近
藤　

義
則
・
古
谷
眞
之
助

 

山
縣　

昂
亮
・
山
田　

一
夫

 

（
※
五
十
音
順
）
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節分の豆まき（大内幼稚園）

山口きらら博（山口市提供）

大内中学校体育館竣工（令和４ 年撮影）
　

平
成
十
五
年
に
は
、
大
相
撲
の
第
65
代
横

綱
貴
乃
花
が
引
退
す
る
と
い
っ
た
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

末戦

金
帰

虎
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第 21 回国民文化祭・やまぐち 2006「やまぐち発　心ときめく文化維新」（山口市提供）

災

愛

命

◇ 
 

第
21
回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
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平成 21 年７月 21 日に発生した豪雨は、大内地域にも甚大な被害をもたらしました。

拡張された大内地域交流センター の駐車場（令和４年撮影）

偽新

変暑
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自主防災会主 催で行った防災訓練

絆

金

輪

◇ 
  

大
内
小
学
校
が
、
第
78
回
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
東
京
渋
谷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

に
出
場

◇ 
 

萩
往
還
ウ
ォ
ー
ク
in
大
内
を
開
催

平成 23 年　大内の集い（第 33 回大内まつり）で、山口国体炬火イベント
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大
内
・
小
鯖
協
育
ネ
ッ
ト
が
発
足
し
、

　
　
地
域
の
小
中
学
生
が
『
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
』
を
策
定

　

平
成
二
十
六
年
に
は
、
大
内
小
・
大
内
南
小
・
小
鯖
小
・
大
内
中
・
大
内
幼
稚 

園
・
大
内
保
育
園
・
小
鯖
幼
稚
園
保
育
園
の
四
校
、
三
園
で
、
大
内
・
小
鯖
協
育 

ネ
ッ
ト
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
小
中
学
生
が
案
を
出
し
て
、『
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
』

を
策
定
し
、
九
月
に
そ
の
看
板
設
置
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

朝の時間（7:00 ～ 8:00）を有効に 活用して、そ

の道のプロの方の生き様から知識や

流の輪を広げようと、「プロフェッ

る朝食会」がスタートしました。第

は、レノファ山口 FC　U-18 監督の

氏を招いての朝食会で、「ここ一番

きる心と体の鍛え方」について学び

技術を学び交

ショナルと語

１回の講師

中山　元気　

で力を発揮で

ました。

世界のスカウトたちが大内地域交流 センターで交流

◇ 
  

大
内
中
学
校
で
「
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
」

の
看
板
を
設
置

税

安

金
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北

　

ま
た
、
「
全
国
Ｓ
Ｌ
サ
ミ
ッ
ト
in
や
ま
ぐ
ち
」

の
開
催
、『
幕
末
維
新
が
わ
か
る
本  

山
口
市
版
』

が
発
売
、
続  

日
本
１
０
０
名
城
に
「
大
内
氏
館
」

と
「
高
嶺
城
」
が
選
定
さ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

平成 29 年度は、６地区で

大内コドモジカン事業を実施
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災

　

こ
の
年
、
日
本
一
周
中
の
自
転
車
旅
行
者
を

装
い
、
大
阪
府
警
富
田
林
署
か
ら
逃
走
し
た
男

が
周
南
市
の
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
で
逮
捕
さ
れ

た
り
、
周
防
大
島
町
で
行
方
不
明
の
二
歳
男
児

が
、
78
歳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
尾
畠
春
夫
氏
に
よ
っ

て
無
事
に
発
見
さ
れ
た
り
と
、
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス

が
全
国
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

◇ 
  

11
月
23
日
、
大
内
中
の
体
育
館
に
て
、
山

口
大
学
の
山
本
晴
彦
教
授
を
招
い
て
、
「
大

内
地
域
の
防
災
を
考
え
る
会
」
を
開
催

◇ 
  

第
10
回
山
寺
コ
ン
サ
ー
ト

（
二
月
会
再
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
開
催
さ
れ
る
。

◇ 
  

山
口
県
内
12
す
べ
て
の
総
合
農
協
が
合
併
し

て
『
山
口
県
農
業
協
同
組
合
』
が
発
足
し
、

Ｊ
Ａ
山
口
県
大
内
支
所
と
な
る
。
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令

密

令和元年８月 10 日～ 11 日に大内地域交流センターで、地域ぐるみの防災キャンプを

実施。断水状況下で生活や停電状況下での夜間生活を体験するという設定で、給水体

験や避難所生活のルールづくり、土のうづくりと運搬体験、救急救命法の実習などの

充実した体験活動を行う。
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金

戦

これまで 33 年間、農業試験場で小学生の田植え体験学習を行っていました

が、農業試験場の移転に伴い、令和３年度からは地域の方の田を借りて、田

植えや稲刈りの体験学習を行うことになりました。

台風で倒れた伊勢神社跡（大内畑）

の鳥居を 30 年ぶりに修復

緊急避難場所における協定調印式
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「大内ふるさとカレンダー」

の写真から

春秋

夏冬

豆子郎のしだれ桜（御堀）

今山多聞寺跡のしだれ桜（問田）

氷上橋上流（氷上）

農業試験場（氷上）

仁保川（千坊北）

田植え（小野）

大内地域交流センター横のふれあい農園（高芝）

問田川から見たガスタンク（中村）

乗福寺の紅葉（御堀）

仁保川河川敷（下千坊）

彼岸花（問田）

仁保川右岸（御堀）県道 21 号線（下千坊）

霧の氷上山（氷上）姫山から朝日を拝む（姫山台）
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大
内
地
域
の
小
中
学
校
の
歩
み

・ 

第
64
回
全
国
教
育
美
術
展
教
育
委
員
会

賞
受
賞

・ 

大
内
・
小
鯖
協
育
ネ
ッ
ト
協
議
会
が
発

足
し
『
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
』
を
策
定

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
が
県
教
育
長
賞

・ 

創
立
10
周
記
念
行
事
で
大
山
の
ぶ
代
さ

ん
の
講
演
会

・
コ
ミ
ス
ク
に
指
定

・ 

創
立
20
周
記
念
で
み
な
み
っ
子
フ
ェ
ス

タ
開
催

・ 

大
内
・
小
鯖
協
育
ネ
ッ
ト
協
議
会
が
発

足
し
『
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
』
を
策
定

・ 

大
内
・
小
鯖
協
育
ネ
ッ
ト
協
議
会
が
発

足
し
『
あ
た
り
ま
え
10
箇
条
』
を
策
定

・
創
立
30
周
記
念
で
航
空
写
真
撮
影

・
高
学
年
棟
４
ク
ラ
ス
増
築

・
開
校
60
周
年
記
念
同
窓
会
開
催

・ 

野
球
部
が
中
国
大
会
で
優
勝
し
全
国
大

会
に
出
場

・ 

同
窓
会
が
創
立
70
周
年
記
念
で
中
庭
に

時
計
を
設
置
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大内小野地区（令和４年８月撮影）
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（令和４年８月撮影）
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